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【第 1 章 序論】 




















【第 2 章 イネにおけるフィチン酸制御機構の研究状況調査】 














【第 3 章 イネコアコレクションからの低フィチン酸系統の選抜とその特性評価】 














【第 4 章 フィチン酸含量を制御する遺伝的要因の特定】 

















【第 5 章 研究総括】 























 研究成果の一部は、査読付き国際誌に総説 1 報と原著論文 1 報としてそれぞれ掲載され
ており、ペレーラ氏の高い学識と研究遂行能力を示すものである。また本博士学位論文
は、イネにおけるフィチン酸含量の遺伝的制御機構に関する首尾一貫した論理に支えられ
たものであり、研究背景の概説から一連の研究結果の総括まで、適切に執筆されている。 
 以上のことから、生命科学研究科（生命科学専攻）の博士学位審査基準に照らしても妥
当な研究内容であると認められる。従って、所定の試験結果と論文評価に基づき、本審査
委員会は全員一致を持ってペレーラ イシャラ氏の博士学位請求論文は、本学博士学位を
授与するに相応しいものと判断する。 
